
 

充実した夏休みにしてくださいね 

校長    小澤 託  

 

７月７日（月）から行われた三者面談も無事終了しました。保護者の皆様には、暑い中、学校まで足をお

運びいただき心より感謝申し上げます。今回の面談が、生徒・保護者にとってプラスになった面談になってい

ればと思っております。 

１学期の様々な教育活動（学校行事等も含め）をとおして、生徒たちは日々成長し

ました。４月に入学した１年生は、今や立派な中学生になっていますし、学年や学級とし

てのまとまりや意識の高い学級・学年を自分たちで創ろうという気持ちが伝わってきま

す。先輩になった２年生は、力強さとたくましさを兼ね備えた頼りになる先輩になってい

ます。２年生は、入学した時から比べるとかなり安心して頼りにできる集団になってきて

いると感じています。そして、３年生。自信をもって“松三の顔です”と言える集団になっ

てきました。１・２年生にとって目指すべき先輩としての姿を堂々と、そして、誇りをもって

示す集団にもなっています。生徒の成長する姿を本当にうれしく思っています。２学期もどんな成長を見せて

くれるか、どれだけ伸びていくか楽しみで仕方ありません。 

 

さて、いよいよ夏休みです。ご家庭で過ごすことのできる貴重な休みとなりますので、普段の学校生活で

は味わえない有意義な時間にしてほしいと願っています。定番と言われるかもしれませんが、有意義な時間

にするために気をつけたいことを書かせていただきます。 

 

１つ：規則正しい生活をすること   

      休みだからといって、だらだらとした生活をしていてはもったいないです。一定の時間に寝るようにし

て、日中は日に当たりながら運動*をしたり、学習に取り組んだりしましょう。遅くまで起きて、スマホや

ゲームはしないこと。 

      *暑い日が続くと思います。炎天下を避けて、適度に、という意味です。 

１つ：長期の休みだからこそできるものに挑戦すること 

      普段学校がある日にはなかなかできないことに挑戦しよう。例えば、休み中に本を５冊以上読む。気

になることをトコトン調べて、まとめてみる。保護者と一緒に長めのサイクリングに挑戦してみる。電車

で秘境を旅してみる。等々、人によって違いがあっていいのです。何かに挑戦する夏にしよう。もちろ

ん、保護者の了解を得てからですよ。 

１つ：家族のために家での仕事（手伝い）を毎日すること 

      普段はできない手伝いや家庭での仕事を毎日しよう。犬の散歩でもいい、食器洗いやふろ掃除でも

いい、洗濯物を干す、畳むでもいい、とにかく皆さんが普段やってもらっていることを夏休み中はやっ

てみよう。家族のために１つのことをやりとげる夏休みにしよう。 

１つ：宿題は計画的に進めること 

      各学年で耳にタコができるくらい言われているはずです。クドクドは言いませんが、宿題は計画的に

進めておこう。３年生は、この夏が勝負です！！頑張って！！ 
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１ 素直で明るい、心豊かな生徒を育てる 

２ 自ら進んで、よく学びよく働く生徒を育てる 

３ 責任を重んじ、正義と規律を尊ぶ生徒を育てる 



                                              

＜通勤電車の中で…＞ 
 通勤電車の中で、学校に来るときは新聞を読み、家に帰るときは小説を読むようにしています。これ

は、私のルーティンです。目の前の座席が空いて座れたり、ガラガラの電車に乗り合わせて座れたりす

る時は、長めに瞼を閉じていたりすることもあります。俗に居眠りとも言いますが…。基本的には立つ

ようにしています。そんな状況の中、電車の中吊り広告や左右の上部の広告にふいに目が行って、強烈

な印象を残すようなポスターや心にズーンと迫ってきたりするような文言に

出会うことが稀にあります。 

つい先日そんな印象を受けた広告の文章を１つ紹介します。 

 

  「たまには、前を向くのをやめてみる。」 

  

夢中になって頑張るほど、成功か失敗か、結果が大事になるもの。 

でも大切なのは、あなたが結果から何を見出すかだと思うのです。 

  

  ほんの小さな「出来た」から生まれた自信。 

     人からもらった希望のようにも感じるやさしさ。 

             今までとは違う視点から見えた知らない景色。 

あなたに何をもたらしたかを考えれば、本当は失敗なんて、ないのかもしれません。 

 

歩んできた道の先へ進む前に 

        結果をいろんな方向から見てみる。 

すると、思いがけない発見が、新しい世界へとあなたを導いてくれるはずです。 

 

印象に残る言葉や文章は、歴史的人物が発した言葉の場合もあります。テレビのドラマやドキュメン

タリーで放映された人物の言葉の時もあります。もしかしたら、好きなマンガの主人公のセリフの一部

の時だってあると思います。きっかけは、人それぞれだと思いますが、生徒の皆さんも、自身が大切に

したい言葉をぜひ見つけてください。その言葉が励みになったり、心の支えになったりするものです。 

 

 

 

【お知らせ】 

本年度も、全区立小・中学校、幼稚園で、勤務環境の改善を目的とした「学校閉庁日」を実施し

ます。ご理解ご協力をお願いします。 

 

期  間：令和７年８月１２日（火）～１５日（金） 

内 容：期間中は学校を閉門し、原則として教職員は出勤しません。 

※部活動についても、原則として休養期間とします。 

※期間中、学校の電話は自動応答メッセージによる対応とさせていただきます。 

   事件・事故等、学校への緊急連絡が必要な場合は、江戸川区役所代表電話 

０３－３６５２－１１５１へご連絡ください。 

※ お電話をいただいた後、改めてご連絡いたします。 

 

～「ありがとう」を伝えていますか？～ 
 １学期もあと少し…。この１学期間、私たちは多くの方々に支えてもらってきました。 

毎日の給食を作ってくださる給食さん、校内外の清掃や修理などお世話になっている主事さん、

困ったときに相談に乗ってくださるカウンセラーの先生方、様々な教室で支えてくださる先生や

職員の方々。多くの人に支えられています！そして、２学期もお世話になります！ 

 １学期の終わりの節目です。 

 皆さんには、感謝の気持ちをさりげなく、でも、ちゃんと伝わるように言える人になってほしいです 

                     「ありがとうございます。２学期もよろしくお願いします！」 と。 


